
樋
口
龍
峡
は
、
１
９
１

１
年
、
大
隈
重
信
主
宰
の

雑
誌
『
新
日
本
』
が
創
刊

さ
れ
る
と
、
永
井
柳
太
郎

と
共
に
編
集
に
あ
た
り
、

政
界
へ
の
興
味
を
強
め
、

さ
ら
に
１
９
１
４
年
に
井

上
哲
次
郎
の
推
薦
に
よ
り

文
学
博
士
の
候
補
者
と
な

っ
た
が
、
折
か
ら
の
井
上

ら
と
上
田
萬
年
ら
の
反
目

に
よ
っ
て
、
結
局
上
田
ら

の
推
す
澤
柳
政
太
郎
が
当

選
し
た
こ
と
か
ら
政
界
進

出
を
決
意
し
、
翌
年
に
行

わ
れ
た
第
１２
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
お
い
て
立
憲

同
志
会
の
推
薦
を
得
て
出

馬
し
、
初
当
選
を
果
た
し

た
。
そ
の
後
、
党
籍
は
憲

政
会
、
立
憲
民
政
党
（
以

下
、
民
政
党
）
と
異
動
し

た
が
、
１
９
２
９
年
６
月

６
日
に
５５
歳
で
急
逝
す
る

ま
で
常
勝
将
軍
の
名
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
た
。

墓
は
飯
田
市
の
柏
心

寺
、
日
夏
と
並
ん
で
あ

る
。
そ
の
墓
碑
は
、
北
原

痴
山
の
選
書
に
あ
る
。

龍
峡
の
墓
碑
を
書
い
た

北
原
痴
山
（
阿
智
之
助
）

は
元
治
元
年
水
戸
浪
士
伊

那
路
通
行
の
折
、
飯
田
の

町
を
戦
火
か
ら
守
っ
た
国

学
三
兄
弟
を
生
ん
だ
知
恵

者
座
光
寺
村
掛
野
の
北
原

家
か
ら
上
郷
の
北
原
家
に

入
っ
た
人
で
あ
る
。
国
学

三
兄
弟
と
は
、
座
光
寺
村

北
原
民
右
衛
門
（
因
信
）

の
二
男
北
原
稲
雄
、
三
男

今
村
豊
太
郎
（
眞
幸
）、四

男
樋
口
光
信
（
幼
名
松
之

助
）
で
あ
る
。
掛
野
・
北

原
家
の
長
男
は
１２
歳
の
時

に
出
奔
、
二
男
稲
雄
が
２０

歳
で
家
督
を
相
続
、
４
歳

下
の
豊
三
郎
（
眞
幸
）、松

之
助
（
光
信
）
と
は
１１
歳

の
差
が
あ
っ
た
。

元
治
元
年
水
戸
浪
士
伊

那
路
通
行
の
折
、
無
策
の

飯
田
藩
を
尻
目
に
、
豊
三

郎
の
提
言
で
、
稲
雄
が
総

指
揮
を
と
り
、
松
之
助
は

養
継
嗣
と
な
っ
た
飯
田
町

の
名
望
家
樋
口
与
平
と
し

て
軍
資
金
調
達
に
骨
折
っ

た
。
三
兄
弟
の
尽
力
で
浪

士
の
飯
田
領
無
血
通
過
を

成
功
さ
せ
た
。
豊
三
郎
の

記
録
し
た
「
甲
子
紀
行
」

は
三
兄
弟
の
絆
を
物
語
る

史
料
だ
。
そ
の
後
も
、
三

兄
弟
は
私
費
を
投
じ
て
の

平
田
篤
胤
の
遺
稿
「
弘
仁

暦
運
記
考
」
や
「
古
史

伝
」
出
版
事
業
は
云
う
ま

で
も
な
く
、
幕
末
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
の
彼
ら
の

活
動
の
場
は
全
国
に
ま
た

が
っ
た
。

さ
ら
に
「
深
山
自
由
新

聞
」
の
後
を
受
け
た
新

聞
、
中
島
徳
三
郎
の
「
伊

那
公
報
」（
明
治
２４
年
〜
明

治
３８
年
）
に
訴
え
て
、
今

宮
公
園
へ
「
尊
王
義
士
甲

子
祈
念
碑
」
建
碑
の
立
役

者
は
眞
幸
だ
っ
た
し
、
国

学
を
通
じ
て
知
久
町
樋
口

家
へ
入
っ
た
光
信
（
輿

平
）
も
町
役
人
・
戸
長
・

宮
司
・
県
議
会
議
員
等
を

歴
任
し
て
い
る
。

こ
の
光
信
が
日
夏
の
祖

父
、
ま
た
「
伊
那
公
報
」

発
行
の
鼎
の
素
封
家
・
中

島
徳
三
郎
の
末
娘
が
日
夏

夫
人
添
で
あ
る
。

こ
と
ほ
ど
、
さ
よ
う

に
、
学
問
や
文
化
は
一
代

で
は
生
ま
れ
な
い
こ
と
を

痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
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松本中学時代（小林家蔵）中段向かっ
て左龍峡、中央が恩師島地五六、右は
小林洋吉

＊
好
評
発
売
中
！

嶋
不
濁
著
『
黄
眠
先

生
が
行
く

日
夏
耿

之
介
残
影
』

（
南
信
州
新
聞
社
刊
）
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